
11 福井市文化財保存活用地域計画【福井県】

指定等文化財件数一覧

指定等文化財は、１９７件
未指定文化財は、１，３０８件把握

【計画期間】令和８～13年度（６年間）
【面 積】536.37Ｋ㎡
【人 口】約25.3万人
【関連計画等】日本遺産「400年の歴史の

扉を開ける旅 ～石から読み解く中
世・近世のまちづくり越前・福井～」
（R元年度）、100年フード「はまなみ
そ」・「福井のソースカツ丼」（R3年度）

歴史文化の特性

特性４ 心に宿る福井
海、山、平野があり、それらの地域の営みは、その地の歴史文化に根付いた様々な特色

がある。そのため、本市で生まれ、育ち、暮らす人、離れて暮らす人が、故郷を感じるイ
メージも多種多様であるが、根底には福井を感じる風景、行事、風習などがある。

特性1 福井の不屈の気概
短期間に戦災、震災により市街地に破壊的な被害を受け、その逆境から不屈の精神で、

今日の福井のまちを造り上げてきた。この時に多くの文化資源を失った歴史があるため、
今に残るものを大事に守り、伝えてきた弛まぬ心を表している。

特性２ 福井の神秘と安心
晴れる日が少なく、冬になると雪で閉ざされるため、安心した暮らしは常に福井の人々

の願いであった。海は、いつもほかの地域と福井を結び、今にいたるまで様々な文化や恵
みをもたらした。海の神秘性を感じ、安心できる暮らしを営んできた。

特性３ 福井の山文化
三方を山に囲まれ、人々の暮らしと山は深く結びついている。古くから山は現世とあの

世を結ぶ地として畏敬の場であった。また、焼畑農耕、木材や薪炭などの生産で暮らしの
糧を得る恵みの場でもあった。

福井の歴史文化の特性と光による表現
福井を照らす光
（イメージする光の色）

１ 近代化と復興
２ 真宗王国ふくい
３戦国大名朝倉氏
４ 笏谷石
５ 福井城址
６ 越前海岸
７ 文殊山
８ 継体天皇
９ 美しい山
10 ふるさと福井 特性４ 心に宿る福井 純粋、無垢 白

特性２
福井の神秘と安心

神秘、雄大、安心 青

特性３
福井の山文化

癒し、生命、再生 緑

福井の歴史文化 歴史文化の特性 共通の概念

特性１
福井の不屈の気概

不屈、情熱、強さ 赤

類 型
国
指定･
選定

国
選択

県
指定

市
指定

国
登録 合計

有 

形 

文 

化 

財

建造物 1 － 4 17 24 46

美 

術 

工 

芸 

品

絵 画 3 － 11 3 0 17
彫 刻 1 － 19 18 0 38
工芸品 3 － 5 1 0 9
書跡・典籍 1 － 1 0 0 2
古文書 1 － 1 3 0 5
考古資料 2 － 7 4 0 13
歴史資料 1 － 2 0 0 3

無形文化財 0 0 0 0 0 0
民俗
文化財

有形の民俗文化財 0 － 1 1 0 2
無形の民俗文化財 2 1 6 2 0 11

記念物
遺 跡 3 － 5 17 0 25
名勝地 2 － 0 1 0 3
動物・植物・地質鉱物 1 － 1 20 0 22

文化的景観 1 － － 0 － 1
伝統的建造物群 0 － － － － 0

合 計 22 1 63 87 24 197

推進体制
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方向性 課題 事業の例

○文化資源に対する評価と指定等の推進

○指定等文化財の保存・管理状態の把握の推進

○指等定文化財の修理・修復の推進

○関係部局の連携の推進
○観光との連携の推進

○無形の民俗文化財の担い手育成の推進

○市民団体などとの連携の推進

方針将来像

○地域に埋もれている文化資源把握の推進

№40 郷土の文化資源発掘
地区の文化資源の調査・保存・整備・活用につい
て、市民団体や市民と協働して取組む。
■取組主体：行政、専門家、団体、市民
■計画期間：R8～13

№28 養浩館庭園の魅力の向上
国指定名勝養浩館庭園の活
用を図る。
■取組主体：行政、団体
■計画期間：R8～13

• 指定等文化財の保存・管理状態の把
握が不十分

• 指定等文化財の修理・修復が必要

• 文化資源に対する評価が未実施

• 指定等の位置づけが必要

• 地域に埋もれている文化資源の把握
が不足

有形文化財・無形文化財・民俗文化財・記念物・
伝統的建造物群などに関する把握調査を実施する。
■取組主体：行政、専門家、団体
■計画期間：R8～11

№1 旧3町村の文化資源の把握調査

無形の民俗文化財を映像で
記録し、ＨＰ等で公開する。
■取組主体：行政
■計画期間：R8～13

№6 無形の民俗文化財の映像記録作成と公開

○文化資源情報の発信の推進

• 文化資源の記録作成が必要

○指定等文化財の災害・盗難等への備えの推進

• 指定等文化財の計画的な保存・管
理・活用が必要

• 博物館などの収蔵施設の整備が不足

• 関係部局の連携が必要

• 観光との連携が必要

• 文化資源に触れる機会の提供が必要

■取組主体：行政
■計画期間：R8～13

№13 指定等文化財の修理支援
指定等文化財の所有者が行う修復等について、補
助制度の充実を図るとともに、必要な専門的支援
を行う。
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• 文化資源の情報発信が必要

○文化資源の記録作成と公開の推進

• 指定等文化財の災害・盗難等への備
えが必要

• 無形の民俗文化財の担い手育成が不
十分

• 市民団体などとの連携が必要

• ふるさとの文化資源を学ぶ授業のサ
ポートが必要

○指定等文化財の計画的な保存・管理・活用の推進

○博物館などの収蔵施設の整備検討

○文化資源に触れる機会の提供の推進

○ふるさとの文化資源を学ぶ授業のサポートの推進

№23 指定等文化財防災施設整備の支援
指定等文化財の所有者等が実施する防火・防犯・耐震
対策に対し、費用の一部補助を行う。
■取組主体：行政、所有者
■計画期間： R8～13

№41 校外学習の受け入れ
小学校の授業の一環として、
おさごえ民家園で郷土の昔の
暮らしを学ぶ体験等を行う。
■取組主体：行政
■計画期間：R8～13
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旧札幌農学校演武場（時計台）

関連文化資源群1
近代化と復興 －不屈の気概－

関連文化資源群２
真宗王国ふくい －福井文化の基礎－

関連文化資源群３
戦国大名朝倉氏 －朝倉氏の台頭と領国支配－

関連文化資源群４
笏谷石 －石文化の広がり－

関連文化資源群５
福井城址 －越前松平家の治世－

関連文化資源群６
越前海岸 －海を通じた交流と自然－

関連文化資源群７
文殊山 －いにしえからの信仰の山－

関連文化資源群８
継体天皇 －山に残る王族の足跡－

関連文化資源群９
美しい山 －豊かな山村の歴史文化－

関連文化資源群10
ふるさと福井 －先人と心を繋ぐ歴史文化－

福井市自然史博物館旧館

一乗谷朝倉氏遺跡朝倉館跡 笏谷石露天掘り跡

専照寺御影堂

越前海岸の水仙畑

継体天皇像

福井城址

文殊山 継体天皇像

じじぐれ祭り 天神講

中世の浄土真宗布教は、人々の心をとらえ、大きな
勢力となり、戦国大名朝倉氏や織田氏と争った。それ
でも、一度根付いた信仰は、絶えることなく、多くの
寺院や、報恩講とその料理に見ることができる。

明治時代、福井駅開業を契機に城下の近代化が進んだ
が、昭和20年(1945)の福井空襲、23年(1948)の福井
地震で壊滅的な被害に遭った。その4年後には「福井復
興博覧会」を開催し、不屈の気概をもって復興を果たし
た。

朝倉氏が越前国に入国し、織田信長に敗れるまで二百
数十年。その間、戦国大名となり、領国支配をすすめた。
朝倉氏の栄枯盛衰を伝える歴史文化は、一乗谷朝倉氏遺
跡をはじめ、市内各地に残る。

足羽山の笏谷石の利用は、1,600年をこえる歴史があり、
江戸時代に採掘の最盛期を迎え、北前船にも積まれた。笏谷
石は、古くから生活に密接にかかわり、福井の文化に無くて
はならない石であった。

江戸時代、越前国68万石に入封した結城秀康は、北
陸随一の広さの福井城を建設し、城下町や街道を整備し
た。その名残は、町並み、町名、伝統行事や習俗にみら
れる。

越前海岸での営みには、日本海の恩恵を受けた歴史文
化がある。自然環境を利用した保存食品や伝統行事、段
丘を利用した水仙栽培が、独特の文化を伝える。

文殊山は、養老元(717)年に泰澄が開山と伝えられる
越前五山の1つである。麓には奈良時代の東大寺領糞置
荘そのままの景色が広がり、泰澄ゆかりの寺院や伝承が
残る。

約1,500年前、第26代継体天皇となった越の国の男大
迹王は、治水や平野の開発、笏谷石の採掘などの伝説が
残る。この時代の繁栄した証は、山々に築かれた２千基
の古墳である。

美山地区は、山の恩恵を受け、薪炭や木材の生産、
焼き畑農業など自然と共に暮らしてきた。また、大野
や美濃と福井を結ぶ街道は、様々な交流による歴史文
化を伝えている。

私たちには「ふるさと福井」を感じる風習、慣習、風
俗、伝統、自然などがある。これらは先人が育み伝えて
きた文化資源で、今に受け継がれ、次世代に残したいと
願い、伝えてきた文化資源である。
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【関連文化資源群５】福井城址 ー越前松平家の治世ー
概要
慶長6(1601)年、北陸の守りの要として越前福井藩68万石に入封した初代福井藩主結城秀康は柴田勝家の築いた北庄城を取り壊し、新たに福

井城を築いた。その規模は、1.6㎞四方に4～5重の堀、高石垣をめぐらし、大きさ、構造的にも北陸随一の平城である。藩の権威を示す城郭で
あったが、明治時代以降、新たなまちづくりの中で堀の埋立て、土居などの破却が進み、現在は本丸、福井藩主松平家別邸の養浩館庭園が残る
のみである。

福井藩は、城郭の整備とともに寺社の整備に尽力した。藩主松平家の永代菩提所とした大安寺の建立や本丸御殿の小座敷を移築した瑞源寺な
どがある。城下には、北陸街道沿いに一乗谷の西山光照寺、心月寺など多くの寺社や商工業者を配置し、大きな賑わいを生み出した。今でも街
道沿いに京町や一乗町などの旧町名が残る。

城内では、江戸時代中頃から左義長に関連する小正月の行事として藩士の馬術を競う「馬威(おど)し」が行われた。城外の村落では、門松や
注連縄飾りを燃やす一般的な左義長が江戸時代からの伝統を受け継いで行われている。

活動を担う団体等の会員を増やすために、開催
行事の広報、人材の育成および運営の支援を図っ
ていく。

課
題

事
業

現
状

活動に関わる団体等の会員減少や高齢化により、
継続的な運営が難しくなっている。

福井城本丸、養浩館（旧御泉水屋敷）庭園のほ
か、江戸時代の遺跡や寺社、伝統行事、藩で活躍
した人物の生家跡などについて、市民団体やボラ
ンティア団体が中心となって、これらの文化資源
を市民、観光客に伝える活動を行っている。

方
針

関連文化資源群の現状・課題・方針・事業

54 伝統芸能保存団体(指定団体)への支援
馬鹿ばやし・舟橋の左義長の保存・継承に関す

る活動の支援を行う。
取組主体：行政、所有者 取組期間：R8～13

56 公開活用に取組むボランティア団体・市民
団体への支援

福井歴史ボランティア語り部、福井あすわ歴史
道場等、歴史ガイド、歴史講座開催、小中学校の
校外学習ガイド等の活動を支援する。
取組主体：行政、専門家、団体 取組期間：R8～13

舟橋の左義長

養浩館(旧御泉水屋敷)庭園

馬鹿ばやし

大安寺
8
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